
河川改修事業の事後評価項目調書                         (１／３) 
事業名 太田川河川改修事業(土居戸河内地区) 事業主体 中国地方整備局 

所在地 広島県安芸太田町(旧戸河内町) 

事業概要 ●事業の目的 

当該事業箇所における流下能力は、計画高水流量 1,900m3/s に対し、整備前では、横断工作物が連続

していることから約 1,500m3/s 程度であり、現行治水安全度は計画洪水規模相当の流量 3,600m3/s に対

して 1/6 年確率程度で、対策の完了している上流の安全度（約 1/20 年）と比較して低くなっている。

また、昭和 47 年 7月洪水では戸河内地区の広範囲にわたり浸水被害が発生している。 

当該箇所の背後地には旧戸河内町(現安芸太田町)の中心部を抱えており、太田川上流部で、人口や資

産、公共施設が集中する地域のため早期に治水安全度を向上する必要がある。 

本事業では計画高水流量1,900m3/sを安全に流すために、土居堰の撤去、河積拡大(引堤、河床掘削)

を行った。 

●事業の内容 

引堤・護岸整備：右岸L=240m,左岸L=170m、堰撤去：土居堰1式、橋梁：1橋など 

事業期間 平成 6年～平成 14 年 

総事業費 13.2 億円 

①費用対効果分析の算定基礎となった要因変化 事
業
評
価
の
視
点 

 

○着手前と完成後の比較表 

 着 手 前 完 成 後 

事業費(億円) 17.0 13.2 

工 期 平成 6年～平成 16 年 平成 6年～平成 14 年 

 

改修に要する費用 改修の効果 

総事業費 

13.2 億円 (H6～H14) 

 

総費用 

改修期間＋50 年 

①建設費    17.7 億円 

②維持管理費   1.8 億円 

総費用Ｃ     19.5 億円 (①+②) 

想定年平均被害軽減期待額 

 1.9 億円 

〈平成 19 年度価値〉

総便益 

改修完了後 50 年 

①便益     50.0 億円 

②残存価値    0.6 億円 

総便益Ｂ    50.6 億円(①+②) 

費用対効果 B/C ＝ 2.6 

※治水経済調査マニュアル(平成 17 年 4月) 

   

○総便益「Ｂ」(事業効果)の内訳 

項  目 金  額 

 便益（一般資産額）［現在価値化］※１      18.1 億円 

 便益（農作物資産）［現在価値化］※２        0.0 億円 

 便益（公共土木資産）［現在価値化］※３       30.7 億円 

 便益（営業停止損失）［現在価値化］※４        0.4 億円 

 便益（家庭における応急対策費）［現在価値化］※５        0.3 億円 

 便益（事務所における応急対策費）［現在価値化］※５        0.5 億円 

 残存価値       0.6 億円 

総便益  合計       50.6 億円 

※１：家屋、家庭用品等の被害額であり、浸水深に応じた被害率を乗じて算出 

※２：水稲、畑作物等の被害額であり、浸水深及び浸水日数に応じた被害率を乗じて算出 

※３：道路、橋梁、下水道等の被害額であり、一般資産被害額に被害率を乗じて算出 

※４：事業所の被害額であり浸水深に応じた営業停止日数を求め、従業員人日あたりの価値額を乗じて算出 

※５：家庭、事業所清掃費用、代替活動費であり、浸水深に応じた清掃日数及び被害単価を求め、対策費用を算出 

注)残存価値を除く各項目の便益は、当該箇所の計画規模(1/100)に対する被害額の割合を用いて、便益(評価期間 50 ヵ

年として現在価値化を行ったもの)を按分したものである。 

※６：施設について法定耐用年数による減価償却の考え方をもちいて、評価対象期間の現在価値化を行い算出 

 

25



河川改修事業の事後評価項目調書                         (２／３) 
事業名 太田川河川改修事業(土居戸河内地区) 事業主体 中国地方整備局 

 

○総費用「Ｃ」（事業費）の内訳 

項 目 金  額 摘  要 

 建設費 [現在価値化]         ※１ 17.7  億円 

維持管理費［現在価値化］  ※２ 1.8  億円 

総費用 合計 19.5  億円 

費用便益比  Ｂ／Ｃ   ※３ 2.6 

平成 19 年時点 

現在価値化 

※１：整備期間を 9 年、評価対象期間を 50 年とする。事業費をもとに対象期間の建設費を社会的割引率 4％なら

びに河川デフレータを用いて現在価値化を行い算定。 

※２：評価対象期間内(50 年)での維持管理費を社会的割引率 4％を用いて現在価値化を行い算定 

※３：総費用と総便益の比(Ｂ／Ｃ)：投資した費用に対する便益の大きさを判断する指標 

注) ・現在価値化：ある一定の期間に生ずる便益を算出するには、将来の便益を適切な”割引率”で割り引く

ことによって現在の価値を直す必要がある。それを現在価値化という。 

   ・社会的割引率：社会的割引率については、国債等の実質利回りを参考に 4％と設定している。 

 

②事業効果の発現状況 

事
業
評
価
の
視
点 

・ 土居堰の撤去、戸河内地区の引堤による改修により、昭和47年7月洪水(再現流量1,700m3/s)、平成17年9

月洪水(実績流量2,200m3/s)相当の流量規模に対し、浸水被害が解消できる。 

 

 

 

○計画規模(1/100 年確率)と平成 17 年 9月洪水(実績流量 2,200m3/s)での想定被害額等 

計画規模(1/100 年確率：3,600m3/s) 
  

改修前 改修後 

平成 17 年 9月洪水 

(実績流量 2,200m3/s：改修前)

床上浸水 54 戸 25 戸 8 戸 

床下浸水 8 戸 15 戸 4 戸 

浸水面積 18.0ha 14.0ha 2.7ha 

一般資産 24.8 億円 9.7 億円 3.2 億円 

農作物 0.02 億円 0.02 億円 0.0 億円 

公共土木資産 42.1 億円 16.3 億円 5.4 億円 

間接被害額等 1.7 億円 0.6 億円 0.2 億円 

想定被害額 68.6 億円 26.6 億円 8.8 億円 

※平成 17 年 9 月洪水規模の場合、改修後は浸水なし 

 

 

○年平均被害軽減期待額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業を実施し
ない場合①

事業を実施し
た場合②

被害軽減額
③＝①－②

1/5 0.500 0 0 0

1/100 0.010 6,858,168 2,663,783 4,194,385

115,207

0.033
1,345,403 0.067

3,081,317
2,617,877 42,279

57,604 0.400

0.020

1/10 0.100 115,207 0

2,230,1126,049,504

3,587,036

3,819,3920.013

861,7124,448,748

年平均被害額の累
計＝年平均被害軽
減期待額(千円)

191,183

153,240

179,162

113,183

23,041

0.003

25,922

12,021

年平均被害額
④×⑤

0.013 40,057

区間確率
⑤

0.007

90,142

23,041

2,575,598

3,703,214

流量規模

1/80

1/50

1/30

年平均
超過確率

区間平均
被害額

④

被害額(千円)

4,006,889
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河川改修事業の事後評価項目調書                         (３／３) 
事業名 太田川河川改修事業(土居戸河内地区) 事業主体 中国地方整備局 

③事業実施による環境の変化 

・ 横断構造物の撤去により、河川の縦断方向の連続性が確保された。 
 

④社会経済情勢の変化 

・地域状況の変化 

 人口、世帯数は若干減少傾向にあるが、大きな変化はない。 

 
  改修前(平成 12 年) 改修後(平成 17 年) 

人口 9,181(3,272)人 8,238(2,953)人 

世帯数 3,563(1,269)世帯 3,318(1,154)世帯 

農地面積 483(224)ha 408(198)ha 

事業所数 751(287)事業所(H13) 660(243)事業所(H18) 

※戸河内町は平成 17 年に合併し安芸太田町となったため、安芸太田町(旧戸河内町、加

計町、筒賀村)の合計を記載した。なお、平成 12 年のカッコ書は、旧戸河内町の数値

である。 

 

⑤今後の事後評価の必要性 

・ 事業の実施により、昭和 47 年 7月洪水規模の洪水おいて、浸水被害が解消された。よって、今後の事後

評価の必要性はないと考える。 

 

⑥改善措置の必要性 

事
業
評
価
の
視
点 

・ 当事業の改善措置の必要性はないと考える。 

・ ただし、所定の治水安全度を確保するためには、上流の洪水調節施設の確保等が必要である。 
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場

太
田

川
改
修

事
業

（
土

居
戸

河
内
地

区
）

（
69

K
2
00
～
70
K
0
00
）

事
業

実
施

前
事

業
実

施
前
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2
. 

2
. 
改

修
改

修
事

業
の

事
業

の
概

要
概

要

◇◇
事

業
の

目
的

・
内

容
事

業
の

目
的

・
内

容

太
田

川 戸
河
内

小
学

校
旧
戸
河
内
町
中
心
部

J
R
橋
梁

戸
河
内
大
橋

戸
河
内
橋
の
架
替

戸
河
内
橋
の
架
替

右
岸
引
堤
・
護
岸
整
備

右
岸
引
堤
・
護
岸
整
備

左
岸
護
岸
整
備

左
岸
護
岸
整
備

土
居
堰
撤
去

土
居
堰
撤
去

本
事

業
で

は
、

計
画

高
水

流
量

1
,9

0
0

m
3
/
s
を

安
全

に
流

す
た

め
に

下
記

の
整

備
を

行
っ

た
。

○
事

業
費

１
３

．
２

億
円

○
工

期
Ｈ

６
年

～
Ｈ

１
４

年
○

工
事

内
容

・
引

堤
・

護
岸

整
備

：
右

岸
L
=
2

4
0

m
,左

岸
=
1

7
0

m
・

堰
撤

去
：

土
居

堰
1

式
・

橋
梁

：
1

橋
(戸

河
内

橋
) 

土
居

戸
河

内
地

区
改

修
イ
メ
ー
ジ
図

土
居

戸
河

内
地

区
改

修
イ
メ
ー
ジ
図

事
業
実
施
前

事
業
実
施

前

事
業
実
施
後

事
業
実
施
後

H
.W
.L

H
.W
.L

H
.W
.L

H
.W
.L

Ｑ
＝

約
Ｑ
＝

約
1
,5
0
0
m
3
/
s

1
,5
0
0
m
3
/
s

Ｑ
＝

約
Ｑ
＝

約
1
,9
0
0
m
3
/
s

1
,9
0
0
m
3
/
s

引
堤

引
堤

堰
撤
去

堰
撤
去

土
居
堰

土
居
堰

・
引
堤
（
引
堤
幅

・
引
堤
（
引
堤
幅
W
=

W
= 約約

10
m

10
m
））

・
土

居
堰

撤
去

・
土

居
堰

撤
去

・
戸

河
内

橋
架
替

・
戸

河
内

橋
架
替

河 積 拡 大河 積 拡 大

事
業
実
施
前

土
居
堰
下
流
左
岸
か
ら
右
岸
を
望
む

事
業

実
施

後
事

業
実

施
後 太

田
川

太
田

川

W
=

W
= 約約

55
m

55
m

W
=

W
= 約約

65
m

65
m
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6
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6
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6
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ネ
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2
60

.2 土
居
橋
梁

下
土

居
排
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6
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2
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6
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2
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3
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2
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2
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6
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固

2
63

.1

2
56

.86
8/

20
0

3
4
0

2
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排
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2
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2
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砂
田
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2
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8
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78
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00
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教
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国
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力
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ダ
ム
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2
74
.7

旧
国
道2
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2
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.2

ふ
れ
あ
い
セ
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－

戸
河
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町
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原
橋

3
13
.3

捨
石

花
治
山
橋

2
76
.5

2
76
.6

3
00

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

6
9/
80
0

可
部
線下
本
郷
排
水
樋
管

2
76
.4

2
72
.2

3
40

護
国
神
社

根
固

2
80
.9

粒
谷
排
水
樋
管

新
本
郷
橋

2
80
.3

2
78
.4

町
民

セ
ン
タ
－

戸
河
内

眞
教
寺

号

本
田
屋
橋

道
管
製
材
所

3
00

3
00

3
10

粒
谷

2
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.8

2
80
.5

7
0/
40
0

2
85
.1

根
固

戸
河
内
町
役
場

戸
河
内
駅

国
道
１
９
１
号

2
87
.5

2
89
.3

2
94
.2

3
20

310

2
81
.2 戸

河
内
病
院

本
郷
橋

中
央
橋

本
郷

7
0/
20
0

１
９
１

2
76
.2

2
84
.1

2
90
.3

田
吹

川

2
78
.3

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場

2
84
.7

2
86
.4

3 10

7
0/
40
0

2
77
.8

2 84 .9

2
81
.4

3
34
.6

河
本
組

戸河内町第２
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遊谷橋梁

遊谷
トンネル

387 .3

3
30

3
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明
神
大
橋

4
30
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4 04 .5
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310

3
20
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2
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.6専

正
寺
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7 0/ 60 0

排水樋門

戸河内排水樋管
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明
神
橋

明神社

出合橋
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粒谷

3
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3
50

常慶寺

三段峡交通
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上本郷

291 .3

3 4
0

3 79 .4

2 87 .3

7 0/ 80 0

2 89 .7

2 88 .8

3 65 .9

戸河内町

360

347 .6

3
00

3 32 .1

3 30310

2 83 .7

中国電力柴木川
ダム

第３警報局

327 .6

根

号

９１

太　　田　　川

太
　
　
田

　
　
川

太　　田　　川

1
0
0

2
0
0
m

0

3
.

3
.
こ

れ
ま

で
の

洪
水

被
害

の
状

況
こ

れ
ま

で
の

洪
水

被
害

の
状

況
■

昭
和

4
7

年
7

月
洪

水
に

よ
り

流
量

1
,7

0
0

ｍ
3
/
s
(再

現
流

量
)が

流
下

し
、

戸
河

内
地

区
全

体
で

氾
濫

面
積

1
5

.6
h

a
、

浸
水

家
屋

5
0

戸
の

被
害

が
発

生
し

た
。

浸
水

範
囲

完
成

堤
防

H
.W
.L

堤
防

■
昭

和
4

7
年

以
降

、
順

次
改

修
を

進
め

平
成

1
0

年
度

ま
で

に
土

居
堰

付
近

の
狭

窄
部

を
除

い
て

、
ほ

ぼ
浸

水
対

策
が

完
了

し
て

い
る

。

事
業
箇
所

事
業
箇
所

柴
木

川

太
田
川

6
7

K
4

0
0

6
7

K
6

0
0

6
7

K
8

0
0

6
8

K
0

0
0

6
8

K
2

0
0

6
8

K
8

0
0

6
8

K
4

0
0

6
8

K
6

0
0

6
9

K
0

0
0

6
9

K
2

0
0

6
9

K
4

0
0

6
9

K
6

0
0

6
9

K
8

0
0

7
0

K
0

0
0

7
0

K
2

0
0

7
0

K
4

0
0

7
0

K
6

0
0

7
0

K
8

0
0
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4
. 

4
. 
事

業
実

施
に

よ
る

効
果

事
業

実
施

に
よ

る
効

果

◇
流

下
能

力
の

向
上

◇
流

下
能

力
の

向
上

■
事

業
実

施
に

よ
り

、
流

下
能

力
は

1
,5

0
0

m
3
/
s
か

ら
計

画
高

水
流

量
1

,9
0

0
m

3
/
s
に

向
上

■
治

水
安

全
度

は
1

/
6

年
確

率
が

1
/
1

1
確

率
に

向
上

0

1
,
0
0
0

2
,
0
0
0

3
,
0
0
0

4
,
0
0
0

5
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
8
.
8

6
9
.
0

6
9
.
2

6
9
.
4

6
9
.
4

6
9
.
5

6
9
.
6

6
9
.
7

6
9
.
8

7
0
.
0

7
0
.
2

距
離

標
(
k
m
)

右岸堤防高流量(m
3
/s)

流
下

能
力

(
改

修
後

)

流
下

能
力

(
改

修
前

)

基
本

高
水

流
量

計
画

高
水

流
量

1
,
90

0
m3
/
s

3
,6

0
0m

3
/s

流
下

能
力

(改
修

前
)

1
,4

9
0

m
3
/
s

流
下

能
力

(改
修

後
)

1
,9

1
0

m
3
/
s

流
下

能
力

(改
修

前
)

1
,5

6
8

m
3
/
s

J
R

戸
河

内
橋

梁
の

評
価

6
9

K
8

0
0

の
評

価

流
下

能
力

(改
修

後
)

2
,8

8
3

m
3
/
s

J
R

戸
河

内
橋

梁
(6

9
K

5
0

1
)

戸
河

内
大

橋
(6

9
K

3
5

3
)

グ
ラ

ン
ド

橋
（

6
9

K
6

9
4

)

土
居

堰
(6

9
K

3
2

9
)

6
8

K
8

0
0

6
9

K
0

0
0

6
9

K
2

0
0

6
9

K
4

0
0

6
9

K
6

0
0

6
9

K
8

0
0

7
0

K
0

0
0

7
0

K
2

0
0

計
画
洪
水
規
模
相
当
の
流
量

計
画
洪
水
規
模
相
当
の
流
量

施
工
区
間

施
工
区
間

計
画
高
水
流
量

計
画
高
水
流
量
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９
１
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4
. 

4
. 
事

業
実

施
に

よ
る

効
果

事
業

実
施

に
よ

る
効

果

◇
平

成
◇

平
成

1
7

1
7

年年
99

月
洪

水
月

洪
水

に
お

い
て

事
業

が
実

施
さ

れ
て

い
な

い
場

合
の

状
況

に
お

い
て

事
業

が
実

施
さ

れ
て

い
な

い
場

合
の

状
況

事
業

実
施

前
の

想
定

浸
水

範
囲

■
事

業
実

施
後

の
た

め
、

堤
防

満
杯

で
流

下
可

能
と

な
り

、
旧

戸
河

内
中

心
部

は
浸

水
を

防
御

で
き

た
た

め
浸

水
被

害
の

発
生

は
な

く
効

果
を

確
認

し
た

。

太
田
川

太
田
川

■
平

成
1

7
年

9
月

洪
水

に
よ

り
、

昭
和
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の
算

出

維
持

管
理

費
の

算
出

費
用

対
効

果
(B

／
C

)の
算

出
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５５
. . 
費

用
対

効
果

の
算

定
費

用
対

効
果

の
算

定

◇
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

額
の

算
定

◇
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

額
の

算
定

■
計

画
規

模
1

/
1

0
0

年
確

率
を

最
大

と
し

て
6

ケ
ー

ス
検

討
(1

/
5

,1
/
1

0
,1

/
3

0
,1

/
5

0
,1

/
8

0
,1

/
1

0
0

)
■

年
平

均
被

害
軽

減
期

待
額

は
約

1
.9

億
円

事
業

を
実

施
し

な
い

場
合

①
事

業
を

実
施

し
た

場
合

②
被

害
軽

減
額

③
＝

①
－

②
1
/
5

0
.
5
0
0

0
0

0

1
/
1
0
0

0
.
0
1
0

6
,
8
5
8
,
1
6
8

2
,
6
6
3
,
7
8
3

4
,
1
9
4
,
3
8
5

1
1
5
,
2
0
7

0
.
0
3
3

1
,
3
4
5
,
4
0
3

0
.
0
6
7

3
,
0
8
1
,
3
1
7

2
,
6
1
7
,
8
7
7

4
2
,
2
7
9

5
7
,
6
0
4

0
.
4
0
0

0
.
0
2
0

1
/
1
0

0
.
1
0
0

1
1
5
,
2
0
7

0

2
,
2
3
0
,
1
1
2

6
,
0
4
9
,
5
0
4

3
,
5
8
7
,
0
3
6

3
,
8
1
9
,
3
9
2

0
.
0
1
3

8
6
1
,
7
1
2

4
,
4
4
8
,
7
4
8

年
平

均
被

害
額

の
累

計
＝

年
平

均
被

害
軽

減
期

待
額

(
千

円
)

1
9
1
,
1
8
3

1
5
3
,
2
4
0

1
7
9
,
1
6
2

1
1
3
,
1
8
3

2
3
,
0
4
1

0
.
0
0
3

2
5
,
9
2
2

1
2
,
0
2
1

年
平

均
被

害
額

④
×

⑤

0
.
0
1
3

4
0
,
0
5
7

区
間

確
率

⑤ 0
.
0
0
7

9
0
,
1
4
2

2
3
,
0
4
1

2
,
5
7
5
,
5
9
8

3
,
7
0
3
,
2
1
4

流
量

規
模

1
/
8
0

1
/
5
0

1
/
3
0

年
平

均
超

過
確

率

区
間

平
均

被
害

額
④

被
害

額
(
千

円
)

4
,
0
0
6
,
8
8
9

0
0
.1

0
.2

0
.3

0
.4

0
.5

年平均超過確率

0

2
0

4
0

6
0

8
0

被害額(億円)

被
害
軽

減
額

被
害
額

(事
業
前

)

被
害
額

(事
業
後

)

確
率

規
模

1
/
5

1
/
3

0
1

/
5

0
1

/
1

0
0

1
/
8

0
1

/
1

0

発
生

頻
度

発
生

頻
度

多
い

多
い

発
生

頻
度

発
生

頻
度

少
な

い
少

な
い

被
害

小
さ

い
被

害
小

さ
い

被
害

大
き

い
被

害
大

き
い

0
.2

3
億

円
0

.4
0

億
円

0
.2

6
億

円
0

.1
2

億
円

各
区

間
確

率
の

平
均

被
害

額
(N

i+
1
-
N

i) 
×

(D
i+

1
+
D

i)
 /

2
※

D
:被

害
額

，
N

:超
過

確
率

0
.9

0
億

円
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５５
. . 
費

用
対

効
果

の
算

定
費

用
対

効
果

の
算

定

◇
費

用
対

効
果

◇
費

用
対

効
果

(B
/C

)
(B

/C
) の

算
定

の
算

定

■
総

便
益

は
約

5
0

.6
億

円
、

総
費

用
は

約
1

9
.5

億
円

(基
準

年
：

平
成

1
９

年
度

) 
■

費
用

対
効

果
(B

/
C

)＝
2

.6

○
想

定
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

額
1

.9
億

円

○
総

便
益

(改
修

完
了

後
5

0
年

)

①
便

益
5

0
.0

億
円

②
残

存
価

値
0

.6
億

円

※
総

便
益

Ｂ
5

0
.6

億
円

(①
+
②

) 

●
便

益
費

(B
／

C
)

＝
5

0
.6

／
1

9
.5

＝
2

.6

○
総

事
業

費
(H

6
～

H
1

4
)

1
3

.2
億

円

○
総

費
用

(改
修

期
間

＋
5

0
年

)

①
建

設
費

1
7

.7
億

円

②
維

持
管

理
費

1
.8

  
 億

円

※
総

費
用

Ｃ
1

9
.5

億
円

(①
+
②

) 
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66
. . 
社

会
情

勢
の

変
化

社
会

情
勢

の
変

化

■
人

口
、

世
帯

数
は

若
干

減
少

傾
向

に
あ

る
が

、
大

き
な

変
化

は
見

ら
れ

な
い

。

40
8（
19
8）
ha

48
3（
22
4）
ha

農
地
面

積

3,
31
8（
1,
15
4）

世
帯

3,
56
3（
1,
26
9）

世
帯

世
帯
数

8,
23
8（
2,
95
3）

人
9,
18
1（
3,
27
2）

人
人
口

事
業
後
（
平
成
17

年
）

事
業

前
（
平

成
12

年
）

項
目

66
0（
24
3）
事
務
所

75
1（
28
7）
事
務
所

事
業
所
数

※※
戸

河
内

町
は

平
成

戸
河

内
町

は
平

成
1717

年
に
合

併
し
安

芸
太

田
町

と
な
っ
た
た
め
、
安

芸
太

田
町

（
旧

戸
河

内
町

、
年

に
合

併
し
安

芸
太

田
町

と
な
っ
た
た
め
、
安

芸
太

田
町

（
旧

戸
河

内
町

、

加
計

町
、
筒

賀
村

）
の

合
計

を
記

載
。
な
お
、
カ
ッ
コ
書

き
は

、
旧

戸
河

内
町

の
数

値
で
あ
る
。

加
計

町
、
筒

賀
村

）
の

合
計

を
記

載
。
な
お
、
カ
ッ
コ
書

き
は

、
旧

戸
河

内
町

の
数

値
で
あ
る
。
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77
. . 
今

後
の

事
業

の
必

要
性

・
改

善
措

置
の

必
要

性
今

後
の

事
業

の
必

要
性

・
改

善
措

置
の

必
要

性

■
本

事
業

に
よ

り
、

計
画

高
水

流
量

1
,9

0
0

ｍ
3
/
s

の
流

下
能

力
が

確
保

で
き

た
た

め
、

昭

和
4

7
年

7
月

洪
水

規
模

の
流

量
1

,7
0

0
ｍ

3
/
s
(再

現
)を

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

出
来

る
よ

う
に

な
り

、
浸

水
被

害
が

解
消

で
き

る
。

■
平

成
1

7
年

9
月

に
計

画
規

模
相

当
の

洪
水

が
発

生
し

た
が

、
堤

防
を

越
水

す
る

こ
と

な
く

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

出
来

、
浸

水
被

害
を

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

■
当

該
事

業
の

今
後

の
事

後
評

価
の

必
要

性
は

な
い

と
考

え
る

。

■
想

定
し

た
被

害
の

解
消

が
出

来
る

た
め

、
当

該
事

業
の

改
善

措
置

の
必

要
性

は
な

い
。

■
た

だ
し

、
所

定
の

治
水

安
全

度
を

確
保

す
る

た
め

に
は

、
上

流
の

洪
水

調
節

施
設

の
確

保
等

が
必

要
で

あ
る

。

◇◇
改

善
措

置
の

必
要

性
改

善
措

置
の

必
要

性

◇◇
今

後
の

事
業

評
価

今
後

の
事

業
評

価
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